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お
ね
が
い
・
お
知
ら
せ 

 

◎
９
月
１
５
日
（
金
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
費
、
自

己
負
担
分
の
郵
便
口
座
自
動
払
い
込
み
日
に

な
り
ま
す
。
今
月
か
ら
自
己
負
担
額
が
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
口
座
残
高
を
ご
確

認
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◎
個
人
預
か
り
金
残
高
を
、
来
所
の
折
に
ご

確
認
下
さ
い
。
な
お
、
毎
月
、
預
か
り
金
使

用
済
み
の
領
収
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ご
確

認
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◎
新
た
に
持
参
さ
れ
る
衣
類
に
は
、
必
ず
記

名
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

０
ー
１
５
７
札
幌
市
内
病
院
で
高
齢
者
感
染 

 

札
幌
市
内
の
病
院
で
集
団
感
染
発
生
し
死
亡
者

が
出
て
い
ま
す
。 

 

感
染
は
お
年
寄
り
の
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。

夏
場
の
生
物
の
持
ち
込
み
は
厳
禁
と
い
た
し
ま

す
。
体
調
の
優
れ
な
い
方
は
面
会
を
ご
遠
慮
下

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設
長 

◇
ご
意
見
下
さ
い
◇ 

 

ご
意
見
箱
は
一
・
二
階
の
公
衆
電
話
横
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
苦
情
は
左
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い 

 
 

 
 

お
客
様
相
談
窓
口 

賢
持 

堀
合 

 
 

 
 

で
ん
わ 

 

４
８
・
１
７
７
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

 

４
９
・
７
３
３
７ 

 
 

 
 

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。 
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「
痴
呆
」
か
ら
「
認
知
症
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ

て
１
０
年
以
上
が
経
ち
ま
す
。 

 

し
か
し
、
最
近
は
認
知
症
の
こ
と
を
「
ニ
ン

チ
」
と
略
す
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
「
あ
の
人
は

ニ
ン
チ
が
あ
る
か
ら
」
、
「
最
近
ニ
ン
チ
が
入
っ

て
き
て
い
る
」
、
「
ニ
ン
チ
が
進
ん
じ
ゃ
っ
た
」

等
々
、
特
に
介
護
現
場
の
専
門
職
が
使
っ
て
い
る

こ
と
は
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
す
。 

・
認
知
（
ニ
ン
チ
）
の
本
来
の
意
味
は
、
あ
る
事

柄
を
は
っ
き
り
認
め
る
こ
と
。 

・
心
理
学
で
知
識
を
得
る
働
き
、
す
な
わ
ち
知

覚
・
記
憶
・
推
論
・
問
題
解
決
な
ど
の
知
的
活
動

を
総
称
す
る
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
今
、
介
護
現
場
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
言
葉

が
略
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
「
認
知
症
」
よ
り
も

「
ニ
ン
チ
」
の
方
が
専
門
用
語
の
よ
う
で
と
誤
解

し
て
使
っ
て
い
る
人
も
多
く
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
「
認
知
症
＝
ニ
ン
チ
」
と
略
す
こ

と
へ
の
違
和
感
を
唱
え
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の
方
へ
の

質
問
で
病
名
を
「
ニ
ン
チ
」
と
略
さ
れ
て
不
快
に

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
と
う
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
に
７
７
％
の
人
が
「
ニ
ン
チ
」
と
い
う
言

葉
に
「
差
別
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
と
感
じ
る
、
バ

カ
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う
、
隠
語
っ
ぽ
い
と
感
じ 

   

る
と
い
う
意
見
が
多
く
挙
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
う
し
た
中
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
缶
バ
ッ
ジ
を
作
成

し
、
「
ニ
ン
チ
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
展
開
さ

れ
て
い
て
、
多
く
の
専
門
職
が
賛
同
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

介
護
現
場
で
働
く
専
門
職
の
方
は
「
ニ
ン
チ
」

は
誤
っ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
認
知
症

と
と
も
に
生
き
る
方
や
ご
家
族
、
支
援
者
が
心
を

痛
め
た
り
、
不
快
感
を
も
た
れ
な
い
よ
う
に
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。
（
文
責 

Ｓ
） 

認
知
症
を
「
ニ
ン
チ
」
と
略
す
慣
習
に
終
止
符
を
！ 



 
 
 
 
 

あ 

と 

が 

き 

 

８
月
２
９
日
の
早
朝
に
私
と
妻
の
携
帯
か
ら
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
が
鳴
り
、
何
事
か
と
携
帯
画

面
を
見
る
と
「
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

外
で
は
市
の
防
災
無
線
か
ら
「
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
」
が
繰

り
返
し
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
日
本
中
の
人

が
慌
た
だ
し
い
朝
を
迎
え
た
こ
と
と
思
う
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は

緊
急
地
震
速
報
や
津
波
警
報
だ
け
で
な
く
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

情
報
の
時
に
も
鳴
る
の
か
と
思
う
と
大
変
な
世
の
中
に
な
っ

た
気
が
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ｓ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

９
月
の
行
事 

 

１
８
日
～
２
１
日 

 
 

 

理
美
容
室 

２
０
日 

 
 

 
 

 
 

敬
老
を
祝
う
会 

２
１
日 

 
 

 
 

 
 

第
三
回
役
員
会 

２
４
日 

 
 

第
２
回
介
護
技
術
研
修
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

機
能
訓
練
は
、
つ
れ
づ
れ
の
郷
は
午
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

北
斗
は
午
後
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

ク
ラ
ブ
活
動
は
、
毎
火
・
金
曜
午
後 

 

嘱
託
医
は
毎
週
木
曜
日
午
後
回
診 

 

歯
科
は
随
時 

９月の行事食 
 

９／２０（水）昼食 

☆9/20は敬老会が行われ
ます。主役の皆様に喜んで
頂けるように、彩りとバラ

ンスを考えて作ったメ
ニューです。お楽しみに！ 

＊
掲
載
記
事
写
真
等
は
社
会
福
祉
法
人
上
磯
康
啓 

 
 

 
 
 

会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
無
断
転
用
を
禁
じ
ま
す
。 

 

８
月
２
４
日
に
、
第
１
回
に
引
き
続

き
、
函
館
五
稜
郭
病
院 

皮
膚
・
排
泄

ケ
ア
認
定
看
護
師
の
仙
石
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
第
２
回
褥
瘡
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
「
体
圧
分
散
の
コ

ツ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
お
話

し
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

仙
石
先
生
が
紙
粘
土
で
作
っ

た
石
を
職
員
の
仙
骨
付
近
に
付

け
、
横
に
な
っ
た
時
の
痛
み
を

実
感
す
る
よ
う
話
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
長
時
間
、
椅
子
や

ベ
ッ
ド
上
で
同
じ
姿
勢
で
過
ご

す
事
の
つ
ら
さ
の
体
験
で
す
。

同
じ
場
所
に
圧
力
が
か
か
り
、

高
齢
者
の
弱
い
皮
膚
に
褥
瘡
が

出
来
る
最
も
多
い
要
因
と
の
こ
と
。 

 

痛
み
が
少
し
で
も
緩
和
さ

れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
介
護

者
が
、
看
護
師
を
含
め
他
職

種
と
連
携
し
、
正
し
い
知
識

と
技
術
を
日
々
研
鑽
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
考
え
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

北
斗
市 

白
石
武
弘
様 

澤
田
秀
男
様 

原
子
千
鶴
子
様 

福
田
悟
様 

上
野
亮

子
様 

金
子
由
利
子
様 

中
川
充
子
様 

三
浦
強
様 

ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
様 

長
島
美
恵
子
様 

 

函
館
市 

小
坂
美
智
子
様 

 
 

 
 

東
京
都 

田
中
孝
子
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

 

 

★デイサービス8月の制作は、涼しげな金魚をモチーフに

したモビールを皆さんで製作しました。金魚はプラスチッ

クバンドを２本利用して組み合わせて編んでいきますが、

少々難しいので職員が形を作り、利用者様にはヒレの部分

を切っていただいたり目を貼っていただいています。金魚

は割りばし一本に細長い画用紙を2枚交互に並べ、らせん

状に貼っていただいて上の吊るす部分も手掛けており、吊

るためにテグスを使用し製作しています。 

 

８
月
２
２
日
に
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、

北
斗
消
防
署
の
救
命
救
急
士

お
二
人
に
お
越
し
頂
き
、

「
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い

て
」
研
修
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
分
野
の
研
修
は
、
こ

れ
ま
で
も
、
年
に
２
回
の
割

合
で
定
期
的
に
研
修
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
研
修
に
は
、

１
９
名
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

ま
で
の
研
修
に
何
度
か
参
加
し
た
こ
と

が
あ
る
人
も
い
れ
ば
、
今
回
が
初
め
て

の
人
も
い
ま
し
た
。
研
修
の
内
容

は
、
・
応
急
手
当
の
大
切
さ 

・
心
肺

蘇
生
の
習
得 

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方 

・
１
１
９
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
学
び

ま
し
た
。
救
急
隊
の
方
は
、
一
度
の
講

習
で
は
な
く
、
継
続
し
て
受
講
す
る
事

が
大
切
で
す
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

高
齢
者
の
日
常
で
は
、
命
に
関
わ
る

事
態
が
起
き
る
事
を
念
頭

に
、
慌
て
ず
的
確
に
対
応
出

来
る
よ
う
今
後
も
研
修
を
進

め
ま
す
。 

《 寿弁当 》 

赤飯、紅鮭、玉子焼き、

南瓜の炊き合わせ、  

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰのおかか和え、 

煮豆、漬物、和梨 

一般救急講習 

第２回褥瘡研修会 

↑切る作業が難しいね ↑スタッフと制作中 

↑うまくできたよ！ ↑頑張って作るぞ！ 

Ｊアラート 

 弾道ミサイル情報、津波

警報、緊急地震速報など、

対処に時間的余裕のない事

態に関する情報を国（内閣

官房・気象庁から消防庁を

経由）から送信し、市町村

防災無線（同報系）等を自

動起動することにより、国

から住民まで緊急情報を瞬

時に伝達するシステム  
     


